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16～17世紀におけるハドラマウトの人びとの移動・移住活動

栗　山　保　之

は　じ　め　に

　インド洋に面するハドラマウト｝如¢ramawt在住の人びとは古来より，イエメン，ヒ

ジャーズ，菓アフリカ，インド，東南アジアといった，いわばインド洋海域世界の各地域へ

移動・移住活動を展開していた。

　アラビア半脇の南縁に位置するこのハドラマウトの人びとの移動・移住活動について，

ファン・デン・ブルグVan　deR　Bergは，19世紀にインドネシアへ右往したハドラマウト

出身のアラブ人に関する調査を実施した［Van　den　Berg］。家腸彦一氏は，ハドラマウト

の歴然地理や環境，インド洋の海上交通の条件を詳述し，14，15世紀に始まるとされるハド

ラマウト系ウラマーのインド洋周縁部にむけての宗教的・文化的活動を紹介され，インド洋

海域世界におけるハドラマウトの人びとの移動に関わる研究の重要性を指摘された稼脇

1993］。新井和弘氏は，ハドラマウトと東南アジアとの密接な繋がりに着目し，19世紀後半

から20世紀前辛におけるハドラマウト出身者たちのネットワークに関する注目すべき研究

をしている　［新井］。さらに蒔代を近現代に限定すると，インド洋におけるハドラマウトの

人びとの諸活動に関する論文集も出版されている［Freitag＆Clarence－Smith］。

　このように，ハドラマウトの人びとの移動に関わる研究は近年，活発になりっっあるが，

ハドラマウトの人びとのみならず，人の移動に関わる問題を考える場合，たとえば移動の理

由や，その方法・規模・範閉，さらには移動・移住先としての異郷と故郷との関係や，移住

者と原住者との政治・社会・宗教的な諸関係の形成とその変容などといった，さまざまな視

点からの総合的な分析が必要であると思われる1）。

　そこで本稿では，16～17世紀においてハドラマウトの人びとの移動・移往活動が興体的

に如何なる方法で実施されていたのかを検討し，あわせて彼らの移動・移住の理曲に関する

私見を述べることによって，莇近代のインド洋海域における人の移動に関わる問題を考えて

みたい。

1）人の移動に関わる歴史学研究について，

　参照のこと。

より詳細な問題提趨は，家島1991：127；家島1994aを
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　なお，検討対象の時期を16～17世紀としたのは，圭5世紀末にインド洋に現れたポルト

ガルをはじめとする西ヨーmッパ諸勢力が，武力によるインド洋海域の支配を求めて進出し

始めたこの早期において，従来ほとんど顧みられることのなかった，紅海・インド洋西海域

においてみられた多様な交流関係の存在とその解明という，筆者の問題関心に関連している

からである。とりわけ17世紀は，オスマン朝の南アラビアからの撤退にともない，北部イ

エメン山岳・高原地域を支配するにとどまっていたザイド派イマーム勢力が，紅海・インド

洋沿岸地域に向けて大規模な軍事活動を展開することによって，南アラビアの情勢が大きく

変容した時期にあたる。またザイド派イマーム勢力はさらに，エチオピア王法，サファビー

朝，ムガル朝といったインド洋海域世界のさまざまな王朝との外交関係を模索・構築して，

インド洋海域世界のネットワークへの薩接的な参入を志向していた。インド洋海域が西S一

ロッパ勢力によって掌握されっっあったこの蒔期において，南アラビアにおけるこのような

情勢の変容は，インド洋海域世界に見出される広域的かっ璽層的な交流関係に大きな影響を

与えたと考えられるのである2）。

　本稿で主に用いる史料は，ムハンマド・プン。アブー。バクル・アツシツリー

M晦ammad　b．　AbU　Bakr　al－Shil至1（1090／1682年死亡）によって著された，『アラウィー

家の高貴なるサイイドたちの功績における押韻の水場　（α卜Mαs廓ゴal－Razvi　fi　Mandqib

al－sadat　al－Kirdim　A　9　A　bi‘A　laωi）　S（以下，『押韻の水場』と略す）である。主にハドラ

マウトのタリームTarim出身のサイイドたちの伝をまとめたこの史料は，ハドラマウトを

はじめとして南アラビア，インド，東アフリカなどのインド洋海域世界で活動した284名分
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2）　この南アラビア情勢の変容に関する問題については，17世紀のザイド派イマーム・・ムタワッキ

　ルal－Mutawakkii‘ala　Al16h　Isma‘il　b。　al－Qasim（在位1054　一　87／1644－76奪）によって挙行

　されたハドラマウト遠征を事例として，別稿にて論じる予定である。
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の伝が収録されており，ハドラマウトの人びとの移動・移往を検討するうえで，非常に重

要な史料であるといえる3）。ただし隠亡料は，著者自身もまたアラウィー家（Al‘A圭awl，　Ba

‘A玉awi）に属するサイイドであるために，その記述内容には彼らの活動について過剰な賛

美が付されていることに留意して，利用しなければならない。

1　さまざまな移動・移住先

　本章では，『押韻の水場』にみえるハドラマウトの人びとの移動・移住先を検討する。

　最初に挙げられる移動・移住先は，メッカ，メディナの両聖地である。巡礼という義務の

遂行に加えて，両聖地に寄留する各地域出身の賢人・聖者との選遁や，彼らのもとでの学問

修得は，16～17世紀のハドラマウトの人びとにとって簸も重要な旅の閉的であった。

　ハドラマウトの人びとがこの時期に爾聖地を盛んに訪れるようになったことを示す事例の

．ひとつとして，17世紀頃にメッカに設けられた，ハドラマウトの著名なサイイド家系アラ

ウィー家のハウタ（bawta　bani‘Alawi）が挙げられるの。ハウタとは，主にハドラマウト

に生成した聖域観念であり，神によって保護された聖なる囲い地を意味していた5）。メッカ

でこの時1期に観察されるハウタがハドラマウトのそれと同～のものであるか否かは，さらに

分析する必要があるものの，17世紀頃にメッカに設けられたハウタの所有者がハドラマウ

トのアラウィー家であることから判断すると，その機能は類似していたと考えられる。それ

ゆえ，ハドラマウトの聖域観念であるハウタがメッカに移植・形成されたことは，この時期

にハドラマウトの人びとが，より多く，より熱心にメッカに赴いていたことを示す証左のひ

とつであるとみなすことができるだろう。

　両聖地に次いで頻出する渡海先はイエメンであった。その理由は，ハドラマウトから両聖

地へ向かう場合，イエメンを経由する海路が用いられたからである。かっては，ハドラマウ

3）　ただし，掲載されているすべての伝が16～17世紀の人物ではなく，およそ一割弱ほどは16世

　紀以繭の人物の伝である。なお，ムヒッビーal－Mubibbiは，その著書である紳士録rヒジュラ

　暦王1世紀の名士に関する事績要覧（Khula“’at　al－A　thar　fi　A‘ya－n　al－Qarn　al－Hdidi　‘Ashar）』に

　ハドラマウトの人びとに関する多くの伝を収録しているものの，それらのいずれもがこの『押韻

　の水場』からの抄録・引用であることから，本稿では『押韻の水場』のみ用いることとする。

4）　メッカにおけるハウタの記事として，『押韻の水場』には，以下の二つの事例がみられる。

　Aba　Bakr　b．　Ilusayn　b．　Mulpammad　b．　Ahmad　b．　lrlusayn　b．　sl－Shaylgh　‘Abd　Allah　al一

　‘AydarGsは，「彼はそこ（メッカ）で1068年サファル月9臼／1657年11月16｝三1に死亡し，マ

　アラーal－Ma‘laにあるアラウィー家のハウタに埋葬された」［MR，　II：26］，また，1085無サファ

　ル月6購／1674奪5月12日にメッカで死亡したAbU　Bakr　b．　Salim　b．　Abmad　b．　Shaykhanは，

　「マアラーにある痩く知られたハウタに埋葬された」［瓢S，王夏：26］とある。

5）ハウタの中では殺生は禁じられ，ハウタの所有者の許可なく，ハウタに入り，その中で生産す

　る穀物・果実といった農産物を採ることはできなかった［GB：357－8，403　一　4；MS，　II：1241。ハ

　ウタに関する研究は，Serjeant　1962を参照のこと。
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トからメッカまで南アラビアの内陸部を横断する街道や，ハドラマウトからアデン‘Adan，

タイッズTa‘izz，サナア＄an‘a’などの諸都市を経由して北上する内陸高原道，あるいは

アデン湾・紅海沿いに進む海岸道などの陸路が，海路とともに用いられていた6）。しかし，

16～17世紀において，ハドラマウトの人びとが巡礼に赴く際に，陸上交通路を用いたと

いう記述を，『押韻の水場』から確認することはできない。それは，16～17世紀におけ

る南アラビア情勢の変容の影響に起因していると思われる。すわなち，紅海沿岸平原

部（ティハーマTihama），南部イエメン高原地域を支配していたターヒル朝Tahiridsの

滅亡（923／1517年），オスマン朝の南アラビア侵攻（945一王045／1539一圭636年），北部イ

エメン曾遊・高原地域を支配するザイド派イマーム勢力の抵抗と同勢力によるオスマン

朝の排除などによって，南アラビアの内陸部は混沌とした状況にあった。このため，16～

17世紀に巡礼に向かうハドラマウトの人びとは陸路の利用を忌避し，海路を用いたので

ある？）。

　海路でイエメンへ渡るハドラマウトの人びとが訪れる港のひとつは，アデン港（Bandar

‘Adan）であった。『押韻の水場』には「イエメンへ旅立ち，アデン港に入港した（rabala

i至aal－yaman　wa　dakhala　bandar‘adan）」という記述が散見しており［MS，　II：32，35，42，

90，96など］，ハドラマウトのシフル港（Bandar　al－Sh恥r）を出港した船はアデン港に寄

港した：後，紅海を北行してメッカの外港ジッダ港（Bandar　Judda）へと航行した。ただし

アデン港は16世紀末以降，イエメンに侵攻していたオスマン朝による港湾運営の失敗によ

り，凋落傾向にあった8）。そのため，アデン港に代わって隆盛した港が，イエメンの紅海沿

岸に位置するモカ港（Bandar　al－Mukha’）であった［MS，　IL　102，103，128，132など3。と

りわけ貿世紀には，ハドラマウトの入びと以外に，エチオピア王国の外交使節や，巡礼に

向かうムガル朝の釜女や中央アジアのオアシス都市カシ＝ガルKashgharのスルタンなど

が頻繁に寄港しており［TH：228，250，290，　321；Y＄：177，　i83，184］9），16世紀末期以降のモ

6）　ハドラマウト～望地間内陵道は，ザビードを酋都として隆盛したズィヤード朝Ziyadlds聴代

　（203－409／818－1018年）に整i撰寿された　£TY：67］。また，内陸高原道および海岸道については

　MM：134　一6，147－8，191－2を参照。

7）紅海・インド洋における航海・船に関する間題は，入の移動について考える際に罪常に興味深

　い課題であるが，16～17世紀のハドラマウトあるいは講アラビア関連の諸史料には，たとえば，

　乗船者［NS：319；TSH：365］，船の名前［TS：212；NS：286，351］，船旅にまつわる聖者の奇蹟

　［GB：374－5，4王7－8；MR，　II：28，118］などの記述がみえる◎

8）　13世紀の南アラビアの地誌『イエメン地方とメッカおよび一部門ヒジャーズ地方誌（Sifat

　Bildid　al一　Yaman　wa　Makkat　Ba　‘4α♂一義臓9　altnusammδt　Tα冠肋al－Mustabsir）』のアヤ・ソ

　フィァ所蔵写ホ（Aya　Sofia　Nr．3080）の余白に見える10G5／1597肩三付のアラビア語の書き込み

　によれば，16世紀末期のアデンの状況は，インドのマラバールから来航した船が数艘停泊してい

　るだけで，liiぎは荒廃していたという。この書き込みの写しは，　Serjeant　l985を参照のこと。

9）　カシ＝ガルのスルタンに関しては，残念ながら，イエメン側の受料においてそれが誰か示され

　ていないものの［Y＄：177〕，このモカに来航したのが1079年ズー・ルカァダ月／1669無4月でノ
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力港は南アラビアの国際港として機能するようになっていた。

　東アブりカ（a1－Sawabil，　Iqlim　al－Sawa堰）へ向かった者については，他の地域と比し

て，その入数は必ずしも多くない。『押韻の水場』には，ザイラゥZayla‘，ムガディシュー

Mughadishit，モンバサMunbasaが確認できる程度であるものの，ハドラマウト関門の諸

史料によれば，これらの諸都市には，ハドラマウトの人びとの移住に伴い，彼らの子孫が罵

住していたことが述べられている［MS，　II：49，98；TSH：38，　385］。

　さて，ハドラマウトの人びとはインド（al－ffiRd，　al－Diyar　al－Hindlya）へも渡った。　i当

時のインドは「高貴な人びと（nujaba’）やウラマーや品行方正の人びとでいっぱいである」

と記され［MS，夏L　86］，インド在住の人びとは「より高度な知恵、と荘厳なる能力をもつイ

ンドの人びと」と高く評されている［MS，　II：131］。さらに，インド各地の都市についても，

ヂ美しさ（baha’）と輝きをもつカンナヌールKannanUrの町」［MS，　H：17］や，「その（イ

ンドの）地においてその町に類するものが作られなかった，ダウラターバードDawlat2bad

と呼ばれる町」と形容されている［MS，　II：24］。『押韻の水場』の著者シッリーは，インド

以外の地域や都市をこのような修辞を用いて描写しておらず，このことから16～17世紀の

ハドラマウトの人びとは，インドを物質的・精神的に最も魅力的な移動・移住先とみなして

いたと考えられる。

　ところでインドへは，グジャラート地方のキャンベイ湾に注ぐタプティ川河目部のスラト

港（BaRdar　Surat）か，より湾内三部に位置するバルーチ港（Bandar　BarUj），またはマ

ラバール海岸のカンナヌールから内陸に入り，ビージャブルBijafar，アフマダーバード

Aりmadabad，ダウラターバードDawlatabad，ハイダラーバード耳aydrabad，バルガウ

ムBalqamといったデカン地方（lqlim　a1－Dakan）の諸都市へ向かった［MS，　II：17，25，

67，86，245など3。その一方で，当時インド亜大陸で最も隆盛していたムガル朝統治下の

北インドへ赴く事例は『押韻の水場』に全く見出し得ない。このことをもって蔭：ちに彼ら

がムガル朝治下の北インドへ肉かわなかったと結論付けることはできないもののIO），その入

数はデカン地方へ向かったそれと比して，けっして多かったといえないことだけは確かであ

ろう。

　インド三二の注目すべき渡海先に，スマトラ農のアチェ港（BaRdar　Ashi）が挙げられる。

16世紀末から17世紀前半にかけて，アチェを支配していたスルタン・イスカンダルeムダ

（在位io16－46／1607－36勾のは，スマトラ島西岸のテイク，サリダ，インドラプラなどの

港を掌握して，国主中心の集権体制を確立し，続くイスカンダル・タニ（在位1046－51／

x
　あることからすると，カシュガル・ハン国（Kashghar　Khan）（1514　一　i680年）の支薄己階層に属

　する人物の一人ではないかと推測される。

lG）　ムガル朝の皇帝の庇護を受：けた例が一一例のみ挙げられるものの，それが北インドでなされたの

　か否かは，明らかではない［MS，　II：23－4］o
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1636－41年）の時代には，アチェは東爾アジアのイスラーム諸学の中心として繁栄し，この

スルタン・イスカンダル・タニの没後は女王が四代続いたという　こ鈴木：105－7］。『押韻

の水場』には，まさにこの蒔期に，アチェを訪れたハドラマウトの聖者が丁璽な歓迎を受け

たという記事を見出すことができる　［MS，1：172，174　一5］。このように，ハドラマウトの

人びとがアチェを訪れる一一方で，アチェから南アラビア，ヒジャーズ方面へ向かうムスリ

ムを乗せた船（barsha）も，岡時期のアラビア語史料から確認できることから［TSH：365，

375］，ハドラマウトと東南アジア臨蝋部との交流が16～17世紀において，より緊密になり

っっあったことがうかがえる。

　以上が，『押韻の水場』にみえるハドラマウトの人びとの移動・移往先であるが，では，

これらの地域へ向かったハドラマウトの人びとの移動・移柱活動の方法とは十体的に如何な

るものであったのだろうか。

1［異郷の肉親。親類への移動・移住
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Allah　b．　AbU　Bakr　b．‘Abd　aFRabmaR　al－Saqqaf【1》1）（811－65／1408－61年）を始

根とする，アイダルース家（Al‘Aydaras，　Bana‘Aydaras，　aFAydargsl）がある12）。

　ハドラマウトのタリームを拠点とした岡家が，南アラビア，インド，インドネシアへと

徐々に拡がっていったことは，すでに先学によって指摘されているところである［L6fgren：

780　一　2；家島i993：368－71］。しかし，この家の人びとがどのようにしてインド洋海域世界

へ拡散していったのかについては，いまだ十分に検証されていない。それゆえ，同家の人び

との移動・移住の方法を異体的に分析することは，他のハドラマウトの入びとの移動・移住

を考察するうえで，参考になると思われる。そこで以下では，『押韻の水場』にみえるアイ

ダルース家のイエメンおよびインドへの渡海に関する記事を年代順に抽出し，彼らの移動・

移住活動の実相を担体的に検討してみたい。

　アイダルース家の海外への移動・移住は15世紀末頃に始まった。イエメンのアデンへ最

初に渡ったアイダルース家の人聞は，同家始祖の息子アブー・バクルAba　Bakr　b．‘Abd

Al玉ah　al一‘AydarOs【2】（85i－914／錘47－1508年）であったt3）。888／廼83年にタリーム

からメッカに旅立ち，イエメン，東アフリカを遍歴した後，889／1484年以降にアデンを拠点

とした彼は，当時アデンを統治していたターヒル朝最後のスルタン＝アーミル‘Amir　b．

‘Abd　al－Wahhab（在高894－923／1489・一・1517年）の気！己を得て，おおいに信頼されるよ

うになっていた。彼の没後，その墓は参詣の対象となり，スルタン＝アーミルによってさら

に壮麗な墓所が建設されたという14）［QN：f，187；MS，　II：34－41；TS：83－6］。アブー・

バクルがなぜアデンに定住したのかは明らかではないものの，15世紀後半のアデンが，ラ

スール朝RasitHds（626－858／1228－1454年）暗記に引き続いていまだに多くの外国船が

来減し，またターヒル朝による港湾施設の整備などによって［TA，1：12－3］，おおいに活

況を回していたからであると推察される15）。

11）　本文中のアイダルース家の成員の後に付した番号は，図2の同家の家系臨沖の番号に対絡して

　いる。以下，岡様。

12）　ハドラマウトのサイイドはすべてこのアラウィー家に所属し，アラウィー家にはアイダルース

　家以外に，サッカーフ家（Al　al－Saqqaf），バーファキーフ家（Al　BaFaqih），ハッダード家（Al

　al一翠addad），ハブシー家（Al輩abshl）などの分家がある［Serjeant　1957；L6fgren］。

13）　この人物は，各種の人名録において，サーヒブ・アデン　（領垣b‘Adan）と記述され，ルー

　グレンやサージェントは，このサーヒブを「守護i聖者（Patron　Saint）」と解釈しているものの

　〔Serjeant　l957；L6fgren］，アデンをどのように守護していたのか具体的なことに関しては何ら

　説明していない。アイダルース家の成員は，後に述べるように，インドの各都邑に定着するが，そ

　れぞれ定住した都市のサーヒブと呼ばれていた［MS，　H：23，24，130］。しかし，このサーヒブの意

　擁する異体的な事例については今のところ明らかではない。今後の課題としたい。

14）後にこの墓所には，アイダルースの名を冠したモスクが建設され，それはアデンのクレーター

　地区に現存する。

15）　アイダルース家は後に，バルーチ港，スラト港といったインド西岸の圏前港にも．拠点を設ける

　が，同家が港に着目するのは，港が人びとを受け入れる場所で，外来の人間が鷹留・定住しやす／
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　さて，こうしてアデンに定着したアブー一一・バクルを頼って，その兄弟のフサインHusayn

b．‘Abd　A難ah　a至一‘Aydar｛｝s【3】（861－917／1457－1511年）や，掛子アフマドA麺mad

b．AbU　Bakr　b．‘Abd　Allah　al一‘Aydargs【4】（887　一　922／1482ヨ516年），甥のアブド・

アッラー‘Abd　Allah　b、　Shaykh　b．‘Abd　Al簸h　a1一‘AydarUs【5】（887　一　944／1482－1537

年）らアイダルース家の人びとが相次いでアデンへと渡り，アブー・バクルのもとを訪れる

ようになった〔MS，　II：52，　96，134］。

　ところが，914／1508年のアブー・バクルの死後，彼のもとに霧留していたフサインとア

ブド・アッラーはアデンを離れた〔MS，　II：96，134］。またアイダルース家の系図に閉を転

ずると，同家のアデンへの移動はアブー・バクルの死後，みられなくなっていることがわか

る。アイダルース家によるアデンへの移動・移住が実施されなくなった理由は，アデンの情

勢の変容に関係していると思われる。つまり16世紀前半以降になると，アデンにおけるた

び重なる大火災の発生とそれに伴うアデン在住の大商人たちの家財消失［FM：273－4，308］，

大風による停泊申の船舶の損壊・沈没［FM：310i，アルブケルケAlfonso　d’Albuquerqoe

率いるポルトガル勢力のアデン攻撃［FM：345－8〕，ターヒル朝の崩壊などの諸要園によ

り，アデンをめぐる状況が急変した結果，港湾機能の低下と都市の荒廃が生じた。このため，

アイダルース家はアデンへの移動・移住を避けるようになったのである16）。

　さてアイダルース家は，イエメンのアデンからインドへと移動・移住先を変えることと

なったが，インドに渡った最初の人物は，同家の始祖の曾孫にあたるシャイフShaykh　b．

‘Abd　A｝lah　b．　Shaykh　b．‘Abd　Allah　al一‘AydarUs【6】（919　一　990／1513－1582年）で

あった。タリーム生まれのシャイフはイエメンを旅し，938／1531－2年に巡礼を果たして

帰郷した。その後二度目の巡礼を挙行し，タリームで13年ほど暮らしていたシャイフは，

「958／1551年にインドへ旅立ち，アフマダーバードの大宰相イマード・アルマリク‘lmad

al－Malikの庇護を受けた」という［MS，　II：120；NS：25i］。979／1571－2年にアフマダー

バーードに，インドにおける拠点としての住居（bayt）を設けたシャイフのもとには，ギ都市

の艮（khadir）も遊牧の畏（bad）も彼に夢中になり，すべての遊牧の民に属する人びとは

彼のもとへ向かい，すべての地域からの学級の徒は彼のもとへ旅した」［MS，　II：12e；NS：

349］E7）とあるように，その周囲1こは多くの人びとが集まっていた。その後シャイフは990／

圭582葬に，アフマダーバードで死亡し，同地に埋葬された［MS，　Il：119－122］。

x
　く，それゆえにさまざまな情報や知識の交流が盛んであったことによると考えられる。歴史の中

　の港や港購の機能については，家屍圭994bに詳しい。

16）　この時期のアデンの様子やインド洋西海域におけるポルトガルの動向の概要は，Schuman；

　Serjeant　1963を参照されたい。

17）　引用した吏料中のカッコ（）は配意語を示し，大カッコ　［］は達意の為の筆者による液汁

　を承す。以下岡様。
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　シャイフがいかなる目的でインドへ向かったのかは詳らかではない。しかしインドが，前

章にて旛摘したように，ハドラマウトの人びとにとって精神的・物質的にも豊かな地とみな

されていたことから判断すると，シャイフもまた，豊穣なる生活をインドに求めて旅立った

と考えられる。いずれにせよ，アフマダーバードのシャイフのもとにはその移住後，ハドラ

マウトのアイダルース家の人びとがつぎつぎと訪れるようになった。

　シャイフの息子アブド・アッラー‘Abd　Allah　b．　Shaykh　b．‘Abd　Allah【7】（945－

le19／1538－9年）はそのうちの一人で，彼はシャイフのアフマダーバード移住以前にタ

リームで生まれた人物であったが，「966／1558－9年に，アフマダーバードにいる彼の父の

もとへ旅立った」とあるように［MS，　H：135］，異郷に暮らすシャイフを頼ってインドへ渡

海した。アフマダーバードの父のもとに居留し，数年間修学したアブド・アッラーはその後

メッカ巡礼へ向かい，再びインドへ戻らずに故郷のタリームへ帰郷した［MS，　II：i35－6］。

　このように故郷に帰る者がいる一・fiで，故郷と異郷とを往還する者もみられた。タり一ム

生まれのアフマドAbmad　b．　Shaykh　b。‘Abd　Allah【8】（949　一　1024／1542－1615年）は，

兄アブド・アッラー　【7】と岡様に，「インドの地にいる彼の父のもとへ旅し」［MS，　II：

60］，父の庇護のもとアフマダーバードに滞留していたが，タリームへ帰郷して同地在住の

同族の娘と結婚した。この結婚後，アフマドは「アフマダーバードに居る彼の父のところへ

再：度，戻った」という　〔MS，　H：60］。この二度隅のインド行きは971／1563－4年のことで

あったが，990／1582年にシャイフが死去すると，彼はバルーチ港へと移り住んだ。岡地に

居を定めたアフマドのもとへは9人びとが，彼の恩寵（baraka）を求めて，彼のもとへ向

かった」とあり，シャイフと同様に，インドの内外から多くの人びとが訪れるようになった。

その後，同地で没したアフマドの墓所には，数多くの参詣者たちが訪れたという　［MS，翫

60－i］e

　こうして，アイダルース家は，アフマダーバードに続いてバルーチ港に，インドに二つ目

の拠点を設けることとなったが，インドに移り住んだ同家には当然のことながら，インドで

生まれる者も現れるようになった。シャイフの三人目の息子アブド・アルカーディル‘Abd

al－Qadir　b．　Shaykh【9】（978－1038／1570－1628年）は，「私の母は，インド生まれの母

である」としているように［MS，　II：148］，二人の兄がいずれもタリーム生まれであったの

に対して，インドで生まれた，アイダルース家最初の人物であった。彼は，有名なハドラマ

ウトの年代記『ヒジュラ暦IO世紀の情報に関する旅人の光（al－NUtα1－S嗣7伽Allbar

α1－Qarn　al一　‘A　shir）』をはじめとして，スーフィズムに関する数多くの著作で知られていた

が，1038／1628　一　9年にアフマダーバードで死亡した〔MS，翫147　一　152；NS：334－43］。

　さて，アフマダーバードに在住していたシャイフ【6】は，タリーームにいる孫ムハンマド

Mubammad　al一‘Aydaras【iO】（970　一　1031／1562一圭622年）に関して，「彼（ムハンマド）

の良い評覇を聞き，彼（シャイフ）は彼（ムハンマド）をより近くにおきたいと願っていた

（istidna－hu）。それゆえ彼（ムハンマド）はアフマダーバードにいる彼（シャイフ）のもと
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へ旅立った」とあり　［MS，王L185］，989／158i年に両者はアフマダーバードで対面を果た

した。しかし翌990／圭582年目シャイフが急逝し，シャイフのもとにいた父アブド・アッ

ラー【7】も1019／16io年に他界すると，ムハンマドはアフマダーバードを離れてスラト

港に移住し，そこを終の棲家と定めたこMS，1：185－6；NS：371，372－9］。後述するよう

に，ムハンマドが定住したスラトはその後，ハドラマウトからインドへ渡る人びとが多数，

来航する港のひとつとなった。

　ところで，これまでみてきたように，アイダルース家の移動・移住は，親・兄弟など，

いわば肉親の範囲内で行われていたが，世代が進んで親族が増えると，岡族を頼って異郷

へ旅立っ者もみられるようになった。　タリーム生まれのアブド・アッラー‘Abd　Allah　b．

Shaykh　b．‘Abd　Allah　b．　Shaykh【11】（1027　一　1073／絡18－1662年）は，「インドのすば

らしい禁欲的な生活という果実を集めるために，また彼が希望を成就することを望む人びと

から学ぶために，そしてその地にいる彼の父方のおじの一族や彼の祖先を訪ねるために，イ

ンドの地へ旅立ち」［MS，　II：178］，スラト港に在住していた父方のおじムハンマド【10】

のもとを訪ねた。その後，スラト港からビージャプルに移ったアブド・アッラーは，ビー

ジャブル王国のスルタン＝ムハンマ““　Suitan　Mubammad　b．　Ibrahim　（在位1035－66／

1626－56年）18＞のもとに寄留していたが，後：にインドからハドラマウトのシフル港に渡り，

岡地に居住し続けた［MS，魚177－8］。

　また，ジャアファル・アッサーディク∫a‘far　al一＄adiq　b．‘Ali　Zayn　aFAbidln　b．‘Abd

Allah【12】（997一王064／1589－1654年）は「インドにおけるより高度な学問の修得を求め

て」，「父方のおじムハンマド【IO】に学ぶために，スラト港へ向かった」［MS，　H：86］。ス

ラト港からインドの諸地方を遍歴して数多くの賢人や聖者に学んだ彼は再び，同港に戻った

という　£MS，　II：85～7］。

　さらに，　アフマドA13mad　b．‘Abd　Allah　b．　A取mad　b．耳usayn　b．‘Abd　Allah　b．

Shaykh　b．‘Abd　Allah　al一‘AydarUs【13】（生没年不明）も，「彼は，彼のいとこ，すなわ

ちそれはジャアファル・アッサーディクであったが，その彼のもとへ最初の旅をした」

［MS，　II：67］とあるように，スラト港に居住するジャアファル・アッサーディク【12】の

もとに身を寄せた。そしてその後，彼はデカン地方へ向かい，インドの諸地方を巡った後，

ハイダラーバードで死亡したと伝えられている［MS，　II：66～7］。

　以上が，『押韻の水場讃から年代順に抽出した，アイダルース家によるアデン，インドへ

の移動・移住活動に関する記述である。これらの記述内容をまとめると，アイダルース家の

人びとは，故郷から遠く離れた異郷の肉親・親類を頼って渡海し，異郷の血縁者のもとに寄

18）『押韻の水場』では，このスルタンの名は，マフムード・プン・イブラーヒームMabmGd　b．

　Ibrahlmとあるが［MS，　H：178］，ムハンマド・プン・イブラーヒームの転写違いであると呪われ

　る［Rarby］。
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黎し，ある者は帰郷し，またある者は故郷と異郷とを往還し，そしてある者は異郷の肉親・

親類を足掛かりとしてさらなる新天地を求めて旅立ち，新たな生活の場を異園の地に見出し

ていったとすることができる。またこの移動・移住は，故郷と異郷との間における相互に密

接な連携が常時，存在・機能していたからこそ，可能であったことはいうまでもない。

　このような親族を頼って実施される移動・移住活動が数多く実施されたことによって，イ

エメン，東アフリカ，インド，東南アジアなどのインド洋海域の各地へとハドラマウトの人

びとが徐々に拡散していったことは，想像に難くないのである。

N　異郷の政治的有力者への移動・移住

　『搾韻の水場』には，紅海・インド洋海域のさまざまな地域をめぐるハドラマウトの人び

とを丁重に歓待し，彼らの修学や教育活動をその庇護のもとに支援し，あるいは高職を与え

て厚遇するといった政治的な衡力者に関する記述を，見出すことができる。

　たとえば，インド各地を遍歴しカンナヌールへ入ったアブド・アッラー‘Abd　Allah　b．

翠usayn　Ba　Faqlhに関して，「カンナヌールの支配者であるワジール・・アブド・アルワッ

ハーブWazir‘Abd　al－Wahhabのもとにおいて彼（アブド・アッラー）のための歓待がな

されたが，その当時，彼は若者であり，若さの瑞々しさによって彼の初々しさが満ち濫れて

いた。そこでワジール＝アブド・アルワッハーブは彼との姻戚関係を望んで，彼の娘と彼を

結婚させ，彼に宰柑の地位を与え，第一の地位に彼を座らせたのであった」とある［MS，翫

13e　一　1　］．

　また，スマトラ島のアチェ港へ向かったムハンマドMuりamrnad　b．　Aり搬ad　b．　AbU　Bakr

b．‘Abd　Allah　al－Shil玉i（980／1572年生）は，「彼は，その（アチェ港の）地のスルタンと

会ったが，その当時スルタンは女性であった。さて彼女は彼に最高の歓待とすばらしい贈り

物をし，彼女の宰相たちやアミールたちは彼を賞賛した。また，彼女は彼らの前で彼に富を

与えた。そして彼は彼らの保護のもとに暮らした。……（中略）……宰相たちの一人が彼の

娘を彼（ムハンマド）に与え，そうして彼は多くの子供をもうけた」［MS，1：171－2］と

ある。このような，丁垂な歓待，異郷の有力者の娘との婚姻や，公職への参加といった事例

は，榊韻の水場』に数多く散見する19）。

　ところで，ハドラマウトの人びとと異郷の有力者との間に見出される，このような関係は，

19）デカン高原のビージャブルを首都としたビージャブル王圏の王アーディル・シャー［鍛S，王夏二

　24－5］やアフマドナガル王国のスルタン・ブルハーン・ニザーム・シャー（在位王591－5年）

　［MS，　II：118－9］，イエメン・夕一ヒル朝スルタン＝アーミル。プン・ダーウード〔MS，　II：34－

　41〕や東アフリカのザイラゥの支配者ムハンマド・プン・アティーク　〔MS，　II：37］といった異

　郷の支配者たちが，到来するハドラマウトの人びとを丁重に遇していた。
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どのようにしてつくられたのであろうか。換書すれば，ハドラマウトの人びとはどのような

方途で，遠く離れた異郷において政治的な有力者のもとを訪れていたのであろうか。

　以下では，ハドラマウトの人びとを厚遇した異郷の政治的有力者たちの一一人である，イン

ドのマリク・アンバルをとりあげ，この問題を検討してみたい。

　マリク・アンバルMalik‘Ambar（955一圭035／1548－1626年）20）は，デカン高原のアフ

マドナガル王国の大宰相であった。その出身はエチオピアで，奴隷商人によって買い取られ

た彼はバグダードの奴隷市場において売られていたが，或る商人を介してインドにもたら

された後，アフマドナガル王国の君主ムルタダー・ニザーム・シャー一世Murねφa　M須m

Shah　l（在位972　一　97／1565－88年）の宰相の一一人チャンゲズ・ハーンSaRjis　Khanに購

入された。チャンゲズ・ハーンの没後，ゴルコンダGolkORdaに移住したが，ムガル朝が

アフマドナガルに侵攻したとき，彼はアフマドナガル王国の王族の一人をムルタダー・ニ

ザーム・シャー二世（在位1008－19／玉600－10年）として擁立し，これに抗した。当時ア

フマドナガルの北方にはムガル朝が隆盛しており，岡朝はその版図拡大を志向して，デカン

地方への南下の機会を伺っていた。このため，アフマドナガル王国とムガル朝はたびたび衝

突したものの，マリク・アンバルは，ビージャブルを首都とするど一ジャブル王圏のイブ

ラーヒーム。アーディル。シャー二世lbrahlm‘Adil　Shah　ll（：在位987－1035／1579　一　1626

年）の軍事的支援を受けるなどして，アフマドナガル王園の安定に努め，彼が死去するまで

ムガル朝の侵攻を許さなかったという［Seth；Shyam］。

　このような軍事的手腕に優れたマリク・アンバルは一方で，宗教・文化を擁護する人物と

しても著名であり，そのためインドの各地から彼を訪れ，その保護下において修学・教育に

従事する者たちが多数いたことはよく知られている　〔Seth］。従前の研究では，これらの人

びとの中に，ハドラマウトの人びとが存在していたということは，いまだに指摘されていな

い。しかし『押韻の水場』には，（A）アブー・バクルAbU　Bakr　b．恥sayn（d．1074／

1663－4年）［MS，　H：24－5］，（B）アフマドAbmad　b．　Abn　Bakr　b．　Abmad（1019－

1057／1610－47年目［MS，王1：45－7］，（C）ジャアファル・アッサーディクJa‘far　al一＄adiq　b．

‘Ali　Zayn　al一‘Abidin　b．‘Abd　Al玉ah（997一圭064／1589－1654駕）［MS，11：85－7ユ，（D）

ザインZayn　b。‘Abd　Allah　Ba翠asan（d。1058／1648隼）［MS，1：100－1〕，（E）シャイ

フShaykh　b．‘Abd　A1｝ah　b。　Shaykh　b．‘Abd　Allah　aFAydarUs（993－1041／1585－1632

年）［MS，　II：117－9］，（F）ウマル‘Umar　b．‘Abd　Al｝ah　Ba　ShaybaR（d．1066／1656奪）

［MS，　II：245］といった人びとが，いずれもマリク・アンバルのもとで丁重に遇されていた

20）　アラビア語で叙述された史料では，‘Anbarと表記されているが，インド史では，　Ambarと表

　記されている。私は，このマリク。アンバルは表詑こそ異なるが，eq一一一人物であると考えている。

　すなわち，『押韻の水場』の著者シッリーal－Shilliやムヒッビーは，おそらくアラビア語のミーム

　とヌーンとの音を混即し，そのまま誤って記録したと考えられるからである。
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ことが述べられている。たとえば（F）ウマルに関して，「彼は，著名なスルタンで，偉大

なるワジールであるマリク・アンバルのもとへ向かった。するとマリク・アンバルは敬意と

歓迎の葱をもって彼を受け入れた。……（中略）……彼は，マリク・アンバルが死亡するま

で，彼のもとでアラブの諸学やアダブの諸学を学んだ」とあり［MS，至1：245〕，ハドラマウ

トの入びとがマリク・アンバルのもとを訪れ，他の賢人・聖者と岡様に，彼のもとで修学・

教育に励んでいたことが記されている2D。

　さて，このマリク・アンバルの礼遇に浴した，上記のハドラマウトの人びとが互いにどの

ような関係にあったのかに着昌してみると，彼らは（甲）アブド・アッラフマーン‘Abd　al－

Ra玲man　a1－Saqqaf　b。　M晦ammad　al一‘AydarUsと，（乙）アブー・バクルAbit　Bakr　b．

‘Abd　al－Rahman　b，　Shihabと，そして一部は先述の（D）ザインの三名のいずれかに師事

することによって，いわば同じ師匠に師事する兄弟弟子の関係にあったことがわかる。この

師弟関係を園示すると，園3のようになる。

　下図にみえる兄弟弟子の関係にあった彼らの間に，相互交流関係が存在したであろうこと

は容易に推測され得る。仮に互いに交流関係があったとするならば，インドに在住するマリ

ク・アンバルに関する情報が，彼らの間で伝達・共衡されていたと考えることができるだろ

う。

　彼らがマリク・アンバルに関する情報を互いに伝達・共有していたのではないかという推

測を裏付ける傍証として，彼らがほぼ同じ時期にマリク・アンバルのもとへ向かっていたこ

とが挙げられる。すなわち，彼らはいずれもスラト港に入港し，すでに同地を拠点としてい

たアイダルース家のムハンマド・アルアイダルースを訪れていた［MS，1王：25，86，100，　ii8，

245］。ムハンマド・アルアイダルースはIO19／王610郊以降にスラト港へ移住し，隅地で

103Y　1622年に死亡しており，またマりク・アンバルはiO35／1626勾三に死去しているので，

（甲）

／
（C）　／　（B）

　　　（乙）　　（D）

グ↑＼f＼
　　　（E）　（F）　（A）

［＊1　3　師弟関係図

21）『押韻の水場』には，「マリク　［・アンバル］の屠場所はサイイドたちやウラマーの集まるとこ

　ろであり，行ない正しい人びとや教養ある人びとの鉱山£の如き］であった」とある£MS，　II：

　25］o
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彼らはいずれもIO19／1610年から1031／1622隼までの12年の間にインドへ渡り，少なく

とも1035／1626年以前までにマリク・アンバルのもとを訪れていたと推測することができ

るのである。

　つぎに，これらハドラマウトの人びとを受け入れたマリク・アンバルについて検討してみ

たい。17世紀のダマスカスの学者」ムヒッビーa至一Mu癖b嫉は，その紳士録『ヒジュラ暦l11

世紀の名士に閥する事績要覧（Khulasat　al－A　thar　fi・A　‘yan　al－Qαm　al－addi‘Ashar）』に，

このマリク・アンバルについて，つぎのような注目すべき記事を残している。

　　彼（マリク・アンバル）は，サイイドたちや学究の徒だちに対する善行多く，全ての地

　　域から人びとが彼のもとへ向かっていた。そして彼は，彼らを，とりわけタリームの人

　　びとであるサイイドたちを，彼の温かい心で抱擁していた。……（中略）……また彼

　　（マリク・アンバル）は毎年，その年にサイイドたち，マシャーイフ，そして貧者たち

　　に用いる，彼らのための金銭や衣類をハドラマウトへ送っていたこMA，　HI：231］。

対ムガル朝戦争において優れた軍事的才能を発揮していたマリク・アンバルが，サイイドた

ちやウラマーなどを厚遇し，彼らの学術・宗教的な活動を支援していたことはすでに述べた

通りだが，さらにマリク・アンバルがタリームから来訪するサイイドたちを特に優遇し，加

えてハドラマウト在住のサイイドたちやマシャーイフなどの人びとに対して毎無，金品を送

付することによって，彼らのための経済的支援を実施していたという記述は，他の史料に見

出し得ないきわめて重要な記録である。金銭や衣類といった以外に異体的な支援内容に関わ

る記述はなされていないものの，マリク・アンバルによってハドラマウトへの定期的な経済

支援が送付されていたというこの事実により，インド在住のマリク・アンバルという名の，

いまだ知らない異郷の政治的有力者がハドラマウト在住の人びとを厚遇しているという良い

評判・うわさが，ハドラマウトの人びとの間において，広く流布していたと考えることは，

十分に可能であろう。

　以上の検討をまとめると，つぎのようになろう。ハドラマウトの人びとのうち，師を岡じ

くする兄弟弟子の関係にある者たちは，彼らの聞で形成されたっながりを通じて，異郷の政

治的有力者に関する情報を相互に伝達・入手し，精神・物質的により豊かな生活環境を求め

て移動・移住していったのである。さらにまた，このような移動・移住活動をより促進した

契機として，ハドラマウトの人びとに対して経済的支援を実施していた異郷の政治的な有力

者が存在していたこと，そしてその有力者によって送付された経済的支援と，それに伴って

異郷の支援者に関する好意的な評判が彼らの問にひろがったことが考えられ，その結果とし

て，ハドラマウトの人びとは異郷の有力者のもとへ新天地を求めて渡海したと考えることが

できるであろう。ハドラマウトの人びとの移住・移動活動は，目的地としての異郷における

生活の安定。保証に関する情報に基づいて，実施されたのである。

　ところで，新天地を希求するハドラマウトの人びとは，こうして移動・移柱していったの

だが，そもそも彼らは，なぜ彼方の異郷へ旅立ったのであろうか。次章において，その理由
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を考察してみたい。

IV　移動・移住理由の真相

　ハドラマウトが古来より海上交通の要衝であったことはよく知られている。それは，ハド

ラマウトがアラビア半島の南縁部分に位置し，インド三酉海域を往来する船の多くが，モン

スーンに依拠する航海術上の必要ゆえに，このハドラマウトに所在する港に寄港していたか

らである。それゆえ，ミルバートMirb講，ライスートRaysOt，ムカッラーal－Mukalla’，

シフルといったハドラマウトの港は，食糧・水を補給する船や風待ちをする船，あるいは特

産品の積み出しや交易品の積み替えをおこなう船でおおいに賑わっていた。

　このように，インド洋西海域を航行する上でハドラマウトが重要な位置にあったからこそ，

ハドラマウトの入びとによる海外への移動・移住が活発におこなわれたのであろうというこ

とは想像に難くない。しかし，ハドラマウトの人びとが海を渡る理曲には，より根源的な問

題が内在していたと思われる。

　現在，ハドラマウトといえば，それはイエメン共和国の一行政単位としてのハドラマウト

県を示している。しかし歴史的には，インド洋に沿ってその東隣に位置するマフラMahra

や，より東方のズファール恥far（現オマーン領）を包含する広大な領域がハドラマウトと

された。

　この広大な領域は，一部の海岸部を除いて全般的に高温で乾燥した気候であるため，その

産業は，ナツメヤシ栽培と山羊・羊・ラクダの飼蕎を主体とした農耕・畜産業であり，これ

に加えて伝統的な養蜂業や，海岸部における漁業も営まれているものの，農産物や海産物の

生産性は必ずしも高いとはいえない。また，ハドラマウトの伝統的な特産品として乳香や龍

誕香が挙げられるが，ハドラマウトに居住するすべての人びとがこれらの特産品によって二

分に稗益していたとは考え難い。

　このような自然環境におかれたハドラマウトの状況を歴史的に概観してみると，水害・干

害・風害・虫害などの画然災害や，これらの災害に起照する飢餓・飢饒，あるいはペスト・

胸膜炎などの疫病に，ハドラマウトがしばしば見舞われていたことがわかる。次頁の表はこ

れらの災害をまとめたものである。

　『シフル史（Tα’短んんal－Shihr）』が記す894／1489年に生じた災害は，つぎのようにある。

　　その年に，神はイクリールの星（5月24日～6月5日）に，大洪水を伴った雨をお降ら

　　しになり，その大洪水はハミーラKhamilaから流出し，アイン‘Ayn，アムド‘Amd，ダ

　　ウアンDaw‘aR，サルSar，イディム‘ldim，スィービThilb，そしてそのほかのワー

　　ディーから流れてきた洪水とともに，［ハミーラを］貫通した。そしてその大洪水は，

　　多くの家畜や脱穀場の穀物，そして人びとや多くのナツメヤシの樹木を呑み込んで，堰

　　（madali‘）を引っ繰り返し，カサムQasam［村3やズバイディー家（A玉al－Zubaydi）
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表1　ハドラマウトにおける幽然災書・飢鰹・疫病

A．H／A．　D 自然災害・飢薩・疫病 典　　拠

587／1王91 ハドラマウトで熱波が焦じ，死者がでた。 TS：55
613／1216 ハドラマウトで胸膜炎（dhat　a1－lanb）が蔓延し，死老多数。 TS：76
647／1249 洪水の発生。 TS：93
654／1256 大慶による大洪水が発生し，家膿・農地・家畜を襲う。 TS＝95
658／王26G 大雨によって溢れた溜め池の水が家置を破壊。 TS：97
667／1268－9 ハドラマウトで穀物が焼失する。 TS；王00

685／1286 豪爾。暴風。洪水がズファールを襲い，死者多数。 TS：105
698／1298－9 こぬか雨（harn1m）と呼ばれた大洪水が発生し，死者多数。 TS：1王0

721／1321 大錨饒により，多くの人びとや家畜が死亡。 TS1115

725／1325 ズファールにて豪雨発生し，死嚢多数，家屡掻壊多数。 TS：1i7
758／1357 豪雨と寒波により，農作物の不作。 TS：128
783／1380 大きな揺れがワーディー・アムド全域において生じた。 TS：王43

783／1380 疫病が発生し，数えられないほどの死者がでた。 TS：143
784／1382 熱波が盤じ，700人もの人びとが死亡した。 TS：144
787／1385 シフルにて大雨・稲妻・落雷が能じた。 TS：145
794／1392 豪雨・大洪水が発生し，王4人が死亡し，多くの財産が失われた。 TS：150
810／王40卜8 豪雨により穀物価格が上罫。 TS＝157－8
811／三408－9 穀物価格の上昇。 τS：158

823／1420 大鎌饒が発生し，穀物・家畜価格の上昇。餓餓による死看多数。 TS：166
853／1硅49 シバームやボールにて［疫病による］死亡が発挑。 TS：181

860／1456 全ての地域で較正発盤。 TS：187

866／1461－2 豪雨。 TS；191

887／1482 洪水の発生により，死鷺がでる。 TS：200
891／1486 ハドラマウト全域で，豪爾と二つの大洪水が発生した。 TS：203
894／1489 大洪水と虫害の発生。 TS：207
909／王503畷 ハドラマウトやその周辺地域で大顎。 TS：221

913／150匹8 シフルで大風と大雨が発生し，三隻の船が沈没。 TS：226－7

9i2／1506ヨ ハドラマウトとその海岸部で餅饒が発挑し，食糧価格が高騰。 TS：228－9

914／王5089 鎌取。 TS：231

914／1508－9 豪雨。 TS：233

914／15G8－9 ハドラマウトにて疇期はずれの落雷あり。 TS：238
918／1512－3 豪爾。 TS：252

918／151卜3 熱波が発生し，多くの人びとが死亡。 TS：253
9圭8／1512－3 熱波のせいでハドラマウトの穀物が楼れる。 TS：253

919／1513－4 飢饅が生じ，アラウィー家の人びとも死亡。 τS：256

929／1523 シフルで大風と大雨。 TS叢：158

930／1524 大雨と大風。 TSH：王60

933／1526－7 イエメンでペスト大流行。 TSH：183
938／玉531－2 ハドラマウト，シフルにて大寒波，穀物価格高騰。 TSH：2G2
939／1532－3 ハドラマウトで疫病が流行し，菟者多数。 TSH：213
943／1536－7 シフルで大風が発生し，船の損壊・沈没。 TSH：238
945／1538－9 ハドラマウトで飢饅発盤。 TSH：266
947／1540－1 食物僅格の価格高騰。 TSR；28G
950／1543－4 シフルで食物価格が高騰し，魚以外に食物がなくなった。 TSH：3G1
951／i544 シフルやアデンで食物価格が蔦騰。 TSH：304
958／ ハドラマウトで研癬が大流行。 NS：251

963／1556 シフルとその周辺で強風発能。 TSH：352
968／圭560－1 麟饒が発生し，多くの入びとが飢え死ぬ。 TSH：363
970／1562－3 ハドラマウトで大洪水が発生し，多くのナツメヤシが倒壊。 NS：274

979／1571－2 シフルとその周辺域で大風。大雨が発生。 TSH：404
981／1573－4 大風・雷の発生。 TSH：408
998／1590 洪水の発生。 NS：458



16～i7世紀におけるハドラマウ5の人びとの移動・移住活動 63

　　のりバート，そしてボールB紺にある家々の一部を破壊した。……（中略）……そう

　　して，その後，イナゴの大群が到来して，その［地域内の］農作物を食べ，人びとには

　　穀物の根が残されたのであった［TSK：207］。

　このような自然災害以外に，ハドラマウトは以下のような疫病にもたびたび襲われた。

　　939／ラビーア・アッサーニ一月／1532年11，月か，あるいはその前後の月に，ハドラ

　　マウトで疫病が発生して，多くの人びとが死亡：した。そして，このようなことはハジャ

　　ラインでも発生した。しかしながら，その疫病は女好や若者たちの間で生じたもので

　　あった。一方で成年の男性といえば，それはわずかであった。歴史家の3バーサン

　　ジャラBa　Sanja玉aは疫病がハドラマウトに広がり，その病によって多くの人びとが死

　　亡し，……（中略）……シバームの町だけからでもおよそ400の棺が，そしてボTルの

　　町からは1，500もの棺が運び出されたが，それらの棺の多くは女姓や小さい子供のもの

　　であったと欝っている［TSH：213］。

　以上のような，ハドラマウトにおいて生じた自然災害・飢饅・疾病の事例は枚挙にいとま

がなく，突発的に生じる予測できないこれらの災害や災難が，ハドラマウトの人びとをおお

いに瞬窮させる最大の要因であったことは，想像に難くない。

　こうした天災や災難にあえぐハドラマウトの人びとの情況を端的に描写した記述として，

ハドラマウトの年代記『ヒジュラ暦圭0世紀の情報に関する旅人の光』の914／1508－9年の

箇条には，つぎのようにみえる。

　　ハドラマウトの人びとは，生活することにおいて貧しい人びと　（ahl　dank）である。

　　……（中略）……またタリームについていえば，……（中略）……すなわちそこは，か

　　つて気候において最も均整のとれた神の地であり，土壌において最も健全な地であり，

　　そして水において最も甘い地であった。さらにそこ［の建調は古く，昔田にはとても

　　多くの人びとが居住していたと書われている。しかしながら，今やタリームは極限まで

　　弱々しい［町である］［NS：76］。

　『押韻の水場』をはじめとするハドラマウト関連の諸史料において，タリームは，イラク

のバスラから移住してきた彼らの祖先が最終的に往み着いた都市であるために，畏敬の念を

もって聖なる地として描写されている［GB：77－101；MS，1：29，146　一　51］。また，上の記

事の著者アイダルースィーは，インド在住のアイダルース家の者であり，タリームは彼の一

族の出身地であり故郷でもあった。しかしながら，聖なる都市・故郷とみなされていたタ

リームやハドラマウトを述べた上記の史料は，そこに居住する人びとがきわめて貧しい生活

環境に置かれていたという現実を明瞭に物語っているのである。

　以上のことから，生産性の低い土地柄に撫えて，顕然災害や疫病に見舞われることの多

かったハドラマウトの自然環境ゆえに，物質的・精神的により豊かな生活を提供してくれる

新天地を目指して海外へ旅立っことは，航海の要衝に位置していたハドラマウトに居住する

人びとにとって，実に階然な成り行きであったのだろうと推測されるのである。それゆえ，
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ハドラマウトの人びとがインド洋海域の各地域への移動・移住活動にみえるさまざまな理由

の奥底にはいつも，この生活上の貧窮から抜け出したいという切望が存在していたと考える

のである。

むすびにかえて

　本稿では，16～17世紀におけるハドラマウトの人びとの移動・移住に関連して，（1）

タリームを故郷とするアイダルース家の人びとが異郷に居住する肉親・親類を頼りにして移

動・移住活動を実施し，インド洋海域世界へと展開していたこと，（2）閉的地としての異

郷における生活の安定・保証に関する情報に基づいて，異郷の政治的有力者のもとへ移動・

移住が行われていたことを検証し，（3）あわせてハドラマウトの人びとが活発に移動・移

住していた根源的な理［瞬ま，ハドラマウトにおける生活の経済的な窮乏状況からの脱出にあ

るのではないかとする私見を述べた。

　冒頭においてすでに述べたように，人の移動に関わる間詰を考察する際には，さまざまな

観点からの総合的な分析が不可欠であり，その意味で本稿での考察は，そのごく～部をおこ

なったに過ぎない。しかし，西ヨーロッパ勢力がインド洋海域においてその勢力を徐々に拡

大しつつあったこの16～17世紀において，ハドラマウト出身の人びとによる活発な移動・

移住活動が，イエメン，ヒジャーズ地方，東アフリカ地方，インド，東南アジアの各方面に

むけて，広域的かつ重層的に展開していたことを確認することはできたと思われる。

　ハドラマウト関連の地方史料が写本の形でハドラマウト各地の図書館に豊富に所蔵されて

いることはよく知られているところであり　［Serjeant　1950］，今後は，これら諸史料の入

手・読解をとおして，ハドラマウトの人びとの移動・面諭に関わる諸問題の検討を継続して

ゆくと直直に，16～17世紀の紅海・インド洋西海域における多様な交流の諸相を考察して

ゆきたいと考えている。
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